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分野別の会議体
地域ケア会議（介護）、支援調整会議（生活困窮）など

【介護：生活支援体制整備事業】（委託）
地域の課題・地域資源の把握と生活環境づくり

第１層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ１名
第２層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ４名

【介護：一般介護予防事業】
シルバーリハビリ体操指導者活動支援

通いの場・千鳥会（住民主体の介護予防活動支援）

【障がい：地域活動支援センター事業】（委託）
障害に対する理解促進を図る普及啓発等

【子育て：地域子育て支援拠点事業】（委託）
aiaiひろば（NPO法人矢巾ゆりかご委託）
うさちゃんのへや（町社会福祉協議会委託）
さくらんぼ広場（NPO法人矢巾ゆりかご委託）

【生活困窮：生活困窮者等のための地域づくり事業】
コミュティワークショップ

【生活困窮：アウトリーチ等事業】（委託）
ひきこもり等への訪問、同行支援

支援者等との関係性構築を目的とした継続的な関わり

【生活困窮：多機関協働事業】
複合・複雑課題ケース及び狭間のニーズの解きほぐし

役割分担の支援

本人同意ありのケース
⇒重層的支援会議として開催

令和５年度 矢巾町重層的支援体制整備事業 支援体制図

随時開催

本人同意なしのケース
⇒支援会議（社会福祉法106条の６）

≪目的≫支援方針の検討、役割分担等
≪出席者≫ケースにより必要な支援関係機関（実務者級）
≪開催頻度≫随時開催（必要に応じて開催）

※本人の同意がまだ取れていない段
階で、アウトリーチ等を通じた継続
的支援を実施する場合は、そのプラ
ンを矢巾町個別支援会議（支援会議
として開催）にて協議する。

≪目的≫事業全体の実施状況の評価及び実施方針の協議
社会資源の充足状況の把握と開発に向けた検討

≪出席者≫町長が委嘱する委員（管理者級）
≪開催頻度≫年２回開催（毎年６月、12月頃）
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【生活困窮：参加支援事業】（委託）
フリースペースカフェの運営

社会参加のコーディネート及び支援メニューの開発
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つなぐ つなぐ

【介護：地域包括支援センター運営】(委託）
総合相業務
権利擁護業務

包括的・継続的ケアマネジメント業務
介護予防ケアマネジメント業務
※社会福祉士等の専門職を配置

【子育て：利用者支援事業】
子育て世代包括支援センター（にこにこ）運営
母子健康手帳交付時のリスクアセスメント
妊娠期から子育て期における継続的な支援
要対協管理ケースは関係課で連携対応

【障害：障害者相談支援事業】（委託）
紫波地域障がい者基幹相談支援センター運営

一般相談
障がい福祉サービス利用のための計画相談

【生活困窮：福祉事務所未設置町村相談事業】
総合相談に対応する相談員１名配置

自立相談支援機関（県社協）と連携して対応

受け止める・つなぐ

・相談機関は分野別の体制を維持。
・分野に関わらず相談を「受け止め」、必要に応じて他の相談機関に「つなぐ」。
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